
 

 



馬場が軽い時期でロングスパート戦が基本になるオールカマーでは、 

切れる脚よりも、バテずに持続する末脚が重要になります。 

 

その為、米国型血統（スパイス血統欄に「米」印）やダンチヒの血、 

底力血統の代表格であるノーザンテーストの血（「nt」印）が 

非常に重要な役割を果たします。 

※nt印の背景色「赤」は米国型血統も持つ馬になります。 

 

特にノーザンテースト持ちは、２０２１年と２０２２年は１着から３着独占。 

２０２０年１着・３着、２０１９年１着・２着、と言うように過去４年で１０頭が馬券絡み。 

 

また、野芝開催の非根幹距離と言う特殊な条件下で 

行われる重賞としては、不思議とリピーターが出ておらず、 

馬場改修工事後の中山で行われた２０１５年以降、 

リピートしたのは母系にボールドルーラーを持つ牝馬 

ウインキートスしかおりません。 

 

今年のメンバーには、同じ条件を満たす馬が出ておりますな。 

 

◎１５番ウインマリリン 

一昨年の優勝馬で、祖母の父がボールドルーラー系。 

米国型持続力強化血統を母系に持つ馬が非常に 

馬券に絡みやすいレースですが、今年は該当馬が希少。 



 

しかも父のスクリーンヒーローは、 

ノーザンテースト産駒のダイナアクトレス牝系出身ですな。 

 

大外枠に入った事が少し残念ではありますが、 

鞍上の松岡Ｊは、当コースの８枠巧者ですので 

まぁ、相殺という事で。 

 

 

★１０番エヒトは昨年も穴をあけたルーラーシップ産駒。 

持続力勝負が得意な豪州牝系の出身馬で、 

持続力を問われる小回りコースの重賞を２勝。 

当コースの AJCCでも２着の実績を持っております。 

 

 

☆１番ロングランは、隠れ非根幹距離牝系の出身。 

母ノッテビアンカの全弟トーキョーゴールドは、 

イタリアダービー（２２００ｍ）の勝ち馬でございますな。 

 

また、曾祖母の父ロミタスは 

非根幹距離Ｇ１で大活躍したサラキアの母父。 

ロミタスの血は、母系から非根幹距離適性を 

底上げする効果を持っております。 



 

そして何よりも・・・ 

オールカマーのラッキーナンバー「１枠」は 

１０頭の内６頭が連対しております。 

 

これまで、１８００ｍでは重賞でも大崩れしていないように、 

非根幹距離の持続力戦に適性がある事は疑いようがなく、 

２２００ｍに延びる事で、まだ見せていない力を開花させる可能性を 

感じております。と言うより妄想を拡大中でございます。 

 

 

馬券 

単勝・複勝 １番と１５番 

ワイドフォーメーション 

１０・１５－１・１０・１４・１５ 

馬連流し 

１５－１・３・４・６・７・１０・１３・１４ 


